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令和２年度・総務省第 25回「防災まちづくり大賞」にて、浜郷地区まちづくり協議会の「五自治会

を基軸とした防災のまちづくり」と題した防災活動が認められ、「消防庁長官賞」を受賞しました。 

例年ですと２月末に東京にて表彰式が行われますが、本年度は「新型コロナウイルス感染症」感染

予防のため表彰式は中止になり、3月 12日県庁にて表彰伝達式が行われました。 

 

 

 

 

 

 

三重県伊勢市の浜郷地区まちづくり協議会は、同市の北東部に位置する浜郷小学校区５自治会（人口約５千人）

により平成 25年２月に設立されたが、設立当初から防災・減災対策を最重点課題として取り組んでいる。 

３年毎の「防災３か年計画」と毎年度の防災活動計画を策定し、計画的に防災・減災の取り組みを進めている

が、現在は大きく４つの柱となっている。１つ目が災害図上訓練で、５自治会の防災リーダーの養成に取り組む。

２つ目が防災総合訓練で、高台の避難所への避難訓練・安否確認や、避難所運営訓練、防災資機材設置訓練等を

内容とする。３つ目は、地域の子どもたちの災害対応力向上のために小学校６年生を対象に行われる防災講話と

避難所運営ゲーム（HUG）である。特に HUGは「浜郷小ハグハグ」と名付けられ、小学生向けにオリジナルに制作

されたものである。そして４つ目が視察を兼ねた防災研修会である。 

毎年度、取り組みの内容も充実してきており、これまでの成果物として各町別の防災マップや地区防災マニュ

アルを作成し、全戸配布している。協議会のホームページも大変充実しており、防災に対する取り組みがわかり

やすく整理されているとともに、防災マニュアル、避難所運営マニュアルなどもダウンロードできる。 

令和２年秋の防災総合訓練は新型コロナ感染症対策を徹底した訓練を計画していたものの、残念ながら台風 14

号の接近で中止せざるを得なかったとのことであるが、協議会設立後 7 年間の取り組みにより、各自治会の防災

リーダーの養成や防災対応の底上げが着実に進んできている。要援護者支援対策など充実すべき課題もあるとい

うが、計画的、組織的に地域防災の取り組みを進めるお手本となる好事例である。     （西藤 公司委員） 
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